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平成１８年１２月 

幌西地区福祉のまち推進センター 

 

１．調査の目的 

この調査は、札幌市中央区幌西地区の住民の福祉ニーズの把握と住民同士の助け

合いを広げることを目的とした。なお、福祉のまち推進センターを中心に、中央区、

社会福祉協議会、幌西地区まちづくりセンター、町内会などと協力して実施した。 

 

２．調査の方法 

（1） 調査対象地区 中央区幌西地区の３地区 

  ・旭山公園通・弥久茂町内会 

  ・７分区町内会 

             ・１５分区町内会  

（2） 調査対象 対象地区の全世帯（広報さっぽろの配布世帯） 

（3） 配布数 ２６６５ 

（4） 調査方法 各戸に配布、回収は返信用封筒による郵送 

（5） 調査期間 平成１８年１０月２日～１０月１８日 

 

３．回収結果 

 

 配布数 回収数 回収率 

調査対象地区全体 2665 836 31.4 

・旭山公園通・弥久茂町内会 940 265 28.2 

・７分区町内会 665 202 30.4 

・15分区町内会 1060 369 34.8 

 

４．図表のみかた 

・グラフは調査対象地区全体の調査結果（数字は％） 

・ ｎは各質問に対する回答数 
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あなたご自身のことについてお聞きします。１つだけお選びください。 

 

 

 

 

       性 別                    年 代  

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居家族の人数                住居形態 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=828

男性
30.0%

女性
70.0%

n=830

30代
15.9%

20代
4.0%

80歳以上
5.3%

70代
14.0%

60代
18.4%

50代
21.3%

40代
21.1%

n=826

５人以上
4.1%

４人
16.0%

３人
20.6%

２人
31.1%

１人
28.2%

n=830

その他
0.6%

分譲
マンション
50.5%

戸建持家
19.0%

戸建借家
1.6%

賃貸
マンション
15.5%

賃貸ｱﾊﾟｰ
ﾄ，貸間
8.4%

社宅，
職員寮など
4.3%
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問１ あなたが、幌西地区で暮らしていて、日頃心配していることや困っている

ことは、どのようなことですか。           （いくつでも） 

 

n=820

30.7

29.3

28.0

22.9

22.6

20.6

20.2

17.7

11.0

9.6

9.1

4.8

4.5

3.0

15.0

4.1

0 10 20 30 40 50

通学路や公園などの安全性

災害時の助け合い

玄関前の除雪や雪捨て場

訪問販売や電話セールス

ごみの分別や収集

病気の予防や健康のこと

介護保険や介護サービスのこと

子どもの健全な育成・成長

隣近所のお付き合い

趣味や生きがいづくり

安心して子どもを預けられる
　　　　　　施設やサービス

買い物や通院

子育て中の親同士のお付き合い

住居や庭の手入れ

特にない

その他

（複数回答）

(%)

 

 

・ 年代別に見ると、３０～４０代は「子育て」に関する項目が上位を占めました。年代が上が

るにつれて、「介護保険や介護サービス」「病気の予防や健康」が上位を占めましたが、８０

歳以上では「訪問販売や電話セールス」が第一位でした。 

 

・ 住居形態別に見ると、戸建住まいでは、｢玄関前の除雪や雪捨て場｣が第一位（６割）でし

た。また、「病気の予防や健康」「介護保険や介護サービス」について心配している割合

は、戸建住まいよりマンション住まいのほうが高いことがわかりました。 
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問２ あなたは、病気やけがなどで、自宅での日常的な助けが必要となった場合、

だれを頼りにしますか。               （３つまで） 

 

 

n=833

63.5

50.8

22.7

6.6

7.2

49.6

11.9

1.9

0 20 40 60 80 100

同居の家族

同居していない家族・親戚

友人や知人

隣近所の人

地域の人（町内会・民生委員・
福祉のまち推進センターなど）

　　　　　　　　　　　専門機関
（病院・介護サービス事業者など）

行政（区役所・市役所など）

その他

（複数回答）

(%)

 
 

 

 

・ 男女別に見ると、女性は男性に比べ、「友人や知人」に頼る割合が高いことがわかりました。

また、「隣近所の人」「地域の人」に頼るのは、女性より男性のほうが多いことがわかりまし

た。 

 

・ 年代別に見ると、６０代より上の年代は「専門機関」が第一位となり、また、ほかの年代に比

べて、「隣近所の人」「地域の人」に頼る割合が高くなっていきます。また、「友人や知人」に頼

る傾向は、年代が上がるにつれて低くなっていきます。 
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問３ 隣近所とは、どのようなお付き合いをしていますか。１つだけお選びくだ

さい。 

 

 

n=832

あいさつを
する
49.5%

何かあった時
に話しをする
27.3%

ほとんどお付
き合いはない
15.0%

その他
1.2%

子ども同士が
遊んでいる
1.9%

お互いの家を
行き来する
5.0%

 

 

 

 

 

・ 年代別に見ると、年代が上がるにつれて（５０代を除く）、「お互いの家を行き来する」割合

が増え、８０歳以上では１６％を超えました。 

 

・ 住居形態別に見ると、「ほとんどお付き合いはない」は戸建住まいでは３％ですが、マンシ

ョン・アパート・社宅住まいでは１５～２５％と高い割合を占めました。 

 

・ 年代別・同居人数別に見ると、６０代より上の年代では、一人暮らしのほうが近隣との関わ

りを持っていることがわかりました。 
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問４ これまでに、ボランティアや地域活動に参加したことがありますか。 

 

 

n=820

ない
60.4%

ある
39.6%

 

 

 

 

 

問４s１ ボランティアや地域活動に参加したことが「ある」とした人について、

どのような分野ですか。（いくつでも） 

 

 

「ある」とした人　n=301

34.9

32.6

29.6

18.6

11.0

13.0

0 20 40 60 80

子育てや青少年育成

文化・スポーツ

環境・リサイクル

医療や福祉

国際交流

その他

（複数回答）

(%)
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問４s２ ボランティアや地域活動に参加したことが「ある」とした人について、

どのような立場で参加しましたか。（いくつでも） 

 

「ある」とした人　n=288

59.4

36.1

14.6

10.4

0 20 40 60 80

町内会やＰＴＡ

個人

ＮＰＯやボランティアグループ

その他

（複数回答）

(%)

 
 

 

 

 

問５ 幌西地区でのボランティアや地域の交流に参加したいと思いますか。 

 

n=822

参加したいと
思う
56.4%

参加したいと
思わない
43.6%

 
 

 

・ 男女別に見ると、「参加したいと思う」人の割合は女性のほうがやや多い結果となりました。 

 

・ 年代別に見ると、「参加したいと思う」が一番高かったのは６０代でした（７割）。 

 

・ 年代別・同居人数別に見ると、６０代より上の年代では一人暮らしのほうが、参加意向が強

いことがわかりました。 
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問５s１ 幌西地区でのボランティアや地域の交流に「参加したいと思う」とし

た人について、どのような分野ですか。（いくつでも） 

 

 

「参加したいと思う」とした人　n=460

45.0

39.8

31.1

24.3

22.6

19.1

15.9

14.6

3.7

0 10 20 30 40 50

健康づくり

文化を通じた交流

防犯・防災

スポーツを通じた交流

高齢者のサポート

子育て

世代間交流

障がい者のサポート

その他

（複数回答）

(%)

 
 

 

 

・ 年代別では、２０代～４０代は「子育て」の分野に参加したい人が多く、８０歳以上では「高齢

者のサポート」の分野に参加したい人が多いという結果でした。 

 

・ 住居形態別に見ると、「子育て」の分野に参加したい人はマンション住まいが戸建住まいよ

り多く、「高齢者のサポート」を希望する人は戸建住まいがマンション住まいより多いことがわ

かりました。 
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問５s２ 幌西地区でのボランティアや地域の交流に「参加したいと思わない」

とした人について、どのような理由からですか。（いくつでも） 

 

 

「参加したいと思わない」とした人　n=349

44.1

26.1

22.3

16.9

12.6

11.5

7.7

6.3

11.5

0 10 20 30 40 50

時間がないから

知り合いがいないから

健康に不安があるから

幌西地区をよく知らないから

わずらわしいから

子どもが小さいから

家族の介護があるから

必要とは思わないから

その他

（複数回答）

(%)
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問６ 幌西地区福祉のまち推進センター（ふれあいセンター）では、地域での支

え合い活動を進めていくために、地域のボランティアが様々な活動を行っ

ています。ふれあいセンターを知っていますか。１つだけお選びください。 

 

n=827

知らない
53.1%

活動の様子を
知っている
7.1%

ふれあいセン
ターに行った
ことがある
11.6%

名前を聞いた
り、見たりし
たことがある
28.2%

 
 

・ 年代別に見ると、若い人ほど「知らない」割合が高いことがわかりました。 

 

・ 住居形態別に見ると、「知らない」と答えた人は、戸建住まいでは３割弱ですが、マンション

やアパート住まいでは６割を占めました。 

 

 

 

問７ ふれあいセンターの行事に参加したことがありますか。 

 

 

n=825

ない
89.0%

ある
11.0%
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問７s１ ふれあいセンターの行事に参加したことが「ある」とした人について、

どのような行事ですか。（いくつでも） 

 

 

「ある」とした人　n=90

25.6

25.6

20.0

16.7

14.4

10.0

8.9

6.7

5.6

3.3

12.2

0 10 20 30 40 50

社会福祉施設見学会

健康教室

研修会

ふれあいウォーキング

シニアパソコン教室

ぴょんぴょんタイム（子育てサロン）

フラワーアレンジメント

シニア男性料理教室

手芸教室

手打ちそば教室

その他

（複数回答）

(%)
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問８ あなたは、今後、ふれあいセンターにどのようなことを期待しますか。 

                           （いくつでも） 

 

 

n=813

45.1

35.5

31.6

27.2

25.0

18.9

6.3

8.2

0 10 20 30 40 50

災害・病気など緊急時のサポート体制

福祉情報の提供・相談

交流の場づくり

専門家による研修会・講演会の開催
（病気予防･悪質セールス撃退など）

日常的な見守り

日常的な生活支援（通院の付添い・
　　買い物・ごみ出し・除雪など）

何も期待しない

その他

（複数回答）

(%)

 
 

 

 

・ 年代別に見ると、２０代・３０代は、「交流の場づくり」「災害・病気など緊急時のサポート体

制」｢日常的な見守り｣が上位３位までを占めます。６０代より上の年代では、年代が上がるに

つれて、「交流の場づくり」が低くなる一方で、「日常的な見守り」が高くなります。また、年代

が上がっても「日常的な生活支援」はさほど変わらず、下位です。 

 

・ 住居形態別に見ると、「災害・病気など緊急時のサポート体制」はマンション住まいが高く、

「日常的な生活支援」は戸建住まいが高くなっています。また、社宅・社員寮住まいは、「交

流の場づくり」が第一位になっています。 


